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１ 議題 

（１） 平塚市スポーツ推進計画について 

ア 平塚市スポーツ推進計画の中間見直し概要について 

  【事務局】 

   平成２６年２月に平塚市スポーツ推進計画が策定され、計画期間１０年で、中間年

である平成３０年度から３１年度までに、進捗状況、社会情勢を踏まえ、必要に応じ

て見直しを行うとしている。 

   中間見直しの基本方針として、大きく４点ある。 

一つ目は計画の体系である基本目標を軸に引き続き、各施策を実施していくのが基

本だが、改めて個別事業を整理していく。また、記述や目標値の見直し、場合によっ

ては新たな重点分野を設定する。 

   二つ目は市の総合計画、国のスポーツ基本法等との整合を図っていく。 

   三つ目は「平塚市民における体力・スポーツ関係事項調査」を改めて実施して、平

塚市民のスポーツ活動の現状を把握して、見直し後の計画に反映していく。 

   四つ目は見直し検討委員（仮称（以下「検討委員」という。））の選出を検討する。

見直し後の計画の案については、スポーツ推進審議会開催に合わせて、審議会委員の

意見を反映させていきたいと考えるが、臨時的、集中的、効率的に意見を聴取した方

が良いと判断した場合は、別途選出された検討委員の意見を伺いたいと考える。 

   スケジュールについては、平成２９年度中に「スポーツ関係事項調査」の内容を確

定させたい。平成３０年度は「スポーツ関係事項調査」の実施、中間見直し案の作成、 

パブリックコメントの実施、スポーツ推進審議会への諮問、スポーツ推進審議会の答

申等を実施していく。 

   「スポーツ関係事項調査」は、前回の調査から、どのような変化があったかを把握

するため、必要に応じて質問項目を追加して改めて実施する。 

会議名称 平成２９年度第２回平塚市スポーツ推進審議会 

日時 平成２９年（２０１７年）１１月２７日（月） 

１５時００分から１６時４０分まで 

会場 バッティングパレス相石スタジアムひらつか内会議室 

委員数 １４名 

出席者 委員 １３名 

陶山正明、萩裕美子、田中國義、杉山鎭夫、首藤幸子、浜田妙子、八

田力、土佐明美、守泉光江、畔柳豪、市川正雄、鈴木喜明、平松廣幸 

 

出席者 事務局 ４名 

髙橋社会教育部長、市川課長代理、五島課長代理、植手主査 
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   以上、中間見直し概要について、御意見を伺いたい。 

 

   【会長】 

    検討委員選出の有無、また、「スポーツ関係事項調査」の内容について委員の意見 

を伺いたいということか。 

【事務局】 

 はい。「スポーツ関係事項調査」については、参考材料として前回の調査内容を資 

料に添付している。今後、内容については検討していくので、直ちに委員の方の意 

見を伺いたいということではない。 

【会長】 

 委員の方の御意見はいかがか。 

【副会長】 

 来年度はスポーツ推進審議会委員の改選がある。今回の提案を受けて、検討委員 

をすぐに選出した場合、改選により検討委員の変更の可能性があるがいかがか。 

【事務局】 

 検討委員を選出するのであれば、今回のスポーツ推進審議会の中で選出していた 

だくと説明したが、検討委員からの意見の聴取の可能性が高い、来年度の中間見直 

し素案作成のタイミングに検討委員が選出されていれば良いと考え、検討委員を選 

出するのは委員改選後でも良い。 

【事務局】 

 スポーツ推進審議会委員の御意見は伺いながら、中間見直しについて進めていく 

ことは前提だが、効率良く中間見直しを進めていくために、検討委員を選出する提 

案についての御意見を伺いたい。 

【会長】 

 ５年間の検証結果がなければ、検討員選出の有無を検討するのは難しい。検証の 

内容により検討委員の人選も違うのではないか。 

【委員】 

 検討委員は選出した方がよい。効率的に進められる。 

【会長】 

 事務局に伺う。検討委員の選出の人数等の案はあるか。 

【事務局】 

 人数は４名程度。 

【委員】 

 会長、副会長等、現在までの流れを把握している委員を選出するのはいかがか。 

【委員】 

 同意見である。 
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【会長】 

 委員の意見をまとめると、検討委員は選出した方が良い。人選は事務局に任せた 

い。 

【副会長】 

 スポーツ推進計画策定の経緯を把握しているスポーツ推進審議会委員の中から検 

討委員を選出する考え方は良い。来年度にスポーツ推進審議会委員の改選があるが、 

出来れば検討委員は改選後も同じ委員が良い。 

【事務局】 

 改選までは検討委員は選出せずに、事務局で中間見直し案を検討、作成し、随時 

スポーツ推進審議会委員に御意見を伺いながら進めていく。改選後、検討委員を選 

出するという考え方もある。 

【会長】 

 来年度の中間見直し案の作成するところがメインになるので、その時は検討委員 

が選出されていた方が良いが、事務局の提案どおり、改選後にスポーツ推進審議会 

委員から選出された検討委員が変更になってしまう可能性があることも考慮すると、 

検討委員の選出は改選後でも良い。 

【委員】 

 検討委員を含めた中で「スポーツ関係事項調査」の内容を中間見直し案に反映さ 

せるためには、検討委員の選出は早い方が良いのではないか。検討委員の早めの選 

出は中間見直し案の作成に有効的な手段である。 

【会長】 

 事務局は改選前に検討委員を選出しないまでも、スポーツ推進審議会委員の意見 

は聴取する意向ということではあるが、それを加味しても検討委員の選出は早めた 

方が良いという委員の御意見のようなので、事務局から検討委員を指名してよいの 

ではないか。 

【事務局】 

 陶山会長、萩副会長、田中委員、杉山委員、首藤委員にお願いしたい。 

【会長】 

 検討委員に選出された方、御協力いただきたい。また、スポーツ推進審議会委員 

の皆様についても、平塚市スポーツ推進計画の中間見直しについて御協力いただき 

たい。 

  

  

（２）平成３０年度スポーツ課予算について 

ア 補助金交付について 

【事務局】 
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 地方公共団体がスポーツ団体に対して補助金を交付しようとする場合は、教育委 

員会がスポーツ推進審議会等、その他の合議制の機関の意見を聴かなければなら 

ない。それに基づき、審議会へ意見を伺うものだが、補助金については、団体、大 

会、事業に対して交付している。団体補助は平塚市体育協会、平塚市体育振興連絡

協議会、平塚レクリエーション連盟が対象。 

    大会補助は、平塚市で行われる全国大会規模の大会が補助対象。 

事業補助はベルマーレスポーツクラブの指導者派遣事業、市内巡回事業・教室実 

施事業、スポーツ体験実施事業、交流大会実施事業が補助対象。 

サッカー文化の振興によるまちづくり事業についても、昨年と同様に予算編成を 

行っている。 

【会長】 

 予算について、委員の御意見はいかがか。 

【委員】 

 補助金は加盟団体等の脱退により減額されるが、加盟により団体数が増えても補 

助金額は増額されない。 

【会長】 

 改善していただきたい部分はあるが、昨今の財政状況等も考慮すると仕方がない 

部分もある。御理解いただきたい。 

【委員】 

 様々な種目あるが、サッカー競技に対しての補助金が多いのではないか。 

【事務局】 

 湘南ベルマーレというプロスポーツ団体は平塚市における財産という考え方で、 

様々な事業を実施していることからも、平塚市のスポーツ振興事業に大きく寄与す 

る。 

【会長】 

 予算については、委員に御理解いただきたい。 

 

 

（３）平成２９年度スポーツ課事業について 

ア 市民総合体育大会結果報告について 

イ 平成２９年度スポーツ課事業実施状況について 

【事務局】 

 平成２９年度は史上初で金目と旭北が同時優勝。旭北は３年連続優勝となってい 

る。 

また、市民総合体育大会の視察を今年度も実施した。２９年度の視察は普段は行 

く機会がない射撃場等を視察していただいた。 
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そして、平成２９年度の他の事業についても、予定していたものは順調に実施され 

ている。年内は大学交流事業、年明けは、市内駅伝、スポーツ優秀選手表彰、スポー 

ツ指導者講習会、少年少女マラソン、スポーツフェスティバル等実施していく予定。 

また、２９年度は２８年度まではなかったパラスポーツ関係の事業を６月に実施した 

が、３０年度も引き続き実施予定でいる。 

 継続事業について、また、新規事業の提案等、市民総合体育大会と併せて御意見伺 

いたい。 

【会長】 

 委員の御意見はいかがか。 

  【委員】 

   特にない。 

  【事務局】 

   市民総合体育大会で一部の種目の参加資格の幅を広げた。その結果、参加選手が増 

えた。また、企業の協力でパラスポーツ関係のパネル展示を行った。来年度も実施し 

ていきたい。 

【会長】 

 来年度についても色々と御検討いただきたい。 

 

 

２ その他 

（１） 大神スポーツ広場について 

 【事務局】 

  平成２９年１０月２２日に、大神スポーツ広場が台風２１号による被害を受けた。 

 使用できる状態ではないので、安全面等を考慮し、全面閉鎖している。改修に向け、 

 準備を進めており、改修業者は確定した。可能な限り早く改修を行い、使用できるよ 

うな状態にして、使用可能なコートから随時開放予定でいる。 

【会長】 

 何故、改修業者の選定が遅れたか。 

【事務局】 

 東京オリンピック、パラリンピックを控え、各地でグラウンド改修が実施されてい 

る忙しい中での台風被害だったため、受注してもらえる業者が決まらなかった。 

【委員】 

 改修におけるスケジュールをできれば提示していただきたい。 

【事務局】 

 御意見のとおりだが、改修を進めていきながら、ある程度のスケジュールが見えて 

くるので、また、天候によっても改修日程が左右されてしまうので、はっきりとした 
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スケジュールを現段階では提示するのは難しい。 

【会長】 

 可能な限り、改修を早めに進めていただきたい。  

 

 

（２）その他 

【事務局】 

 ９月議会については、スポーツ課関連の質問はなかった。その他、市長表敬訪問、 

寄付の申し出、リトアニア交流関連、スポーツ課移転について御報告する。 

  

 

２ 閉会 


